
14

は
「
元
気
な
モ
ノ
作
り
中
小

企
業

社
」（

年
度
）
に

も
選
ば
れ
た
こ
と
の
あ
る
、
難
加
工
形

状
品
や
微
細
加
工
品
の
プ
レ
ス
加
工
を

得
意
と
す
る
会
社
で
す
。

そ
の

の
平
井
和
夫
社
長
に
も

過
去
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
流
出
が
関
係
す
る

苦
い
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

「
十
数
年
前
の
こ
と
。
注
文
が
急
に
途

絶
え
た
の
で
す
。
調
べ
て
み
た
ら
、
当

社
製
品
の
金
型
図
面
が
海
外
へ
流
出
し

て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
技
術
情
報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
の
管
理
に
気
を
使
い
は
じ
め

ま
し
た
」

平
井
社
長
が
、
第
一
段
階
と
し
て
ま

ず
着
手
し
た
の
は
や
は
り
「
金
型
の
厳

重
な
管
理
」
で
し
た
。

「
金
型
や
図
面
は
貴
重
な
〝
知
的
資

産
〞。
お
客
様
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、

当
社
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
た
」

実
は
金
型
業
界
で
は
、
長
年
の
取
引

慣
行
も
あ
り
、
実
際
に
金
型
を
作
っ
た

会
社
で
は
な
く
、
発
注
元
に
金
型
そ
の

も
の
や
図
面
の
権
利
が
あ
る
と
さ
れ
る

場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
経
済
産
業
省
に
よ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
も
業
界
に
徐
々
に
浸
透
。

例
え
ば
設
計
図
や
顧
客
リ
ス
ト
な
ど
の「
知
的
資
産
」を
し
っ
か
り
守
り
、
活
用
し
た
い
。
で
も
何
を
ど
う
す
れ
ば
…
…
。

そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
、「
営
業
秘
密
管
理
」に
取
り
組
ん
で
い
る（
株
）

を
訪
ね
、
対
策
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

営
業
秘
密
管
理
の
ス
ス
メ

技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
、ア
イ
デ
ア
…
…
、会
社
の
中
は
宝
の
山日本で初めて順送プレスで量

産化に成功したステンレス材
のオフセットフィン（上の写
真）。JKBの平井和夫社長と平
井圭一郎副社長（左の写真）。

1954年設立。高精度設備と IT化による最
先端プレス技術で、難加工形状品や微細加
工品を提供。本社／神奈川県川崎市高津区。
山形工場（写真）／山形県寒河江市。

株式会社 JKB

「
知
的
資
産
」
が
明
確
に
な
り

社
員
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
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現
在
で
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー
や
金
型
メ

ー
カ
ー
も
そ
の
権
利
を
主
張
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

「
管
理
体
制
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
法

的
保
護
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
守
る

べ
き
資
産
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
自

知
的
資
産
を
守
り
、
活
用
す
る
手
段

と
し
て
は
、
特
許
も
選
択
肢
の
一
つ
で

す
。
そ
れ
に
つ
い
て
平
井
社
長
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

「
私
た
ち
は
通
常
、
特
許
は
申
請
し
ま

せ
ん
。
と
い
う
の
も
特
許
の
場
合
、
申

請
の
段
階
で
技
術
の
一
部
を
オ
ー
プ
ン

に
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
苦
労
し
て
開

発
し
た
製
造
法
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
、
他

社
に
与
え
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

社
の
強
み
が
何
か
、
は
っ
き
り
と
分
か

っ
て
き
ま
す
。
社
員
の
士
気
も
上
が
る

し
、
ビ
ジ
ョ
ン
も
立
て
や
す
い
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

お
客
様
と
の
交
渉
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
き

ま
し
た
」（
平
井
社
長
）。

で
は
こ
れ
と
並
行
し
て
、
平

井
圭
一
郎
副
社
長
の
指
導
の
も
と
図
面

デ
ー
タ
が
入
っ
た

シ
ス
テ
ム
の

運
用
面
で
の
管
理
強
化
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

詰
ま
っ
た
生
産
工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
見

直
し
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
（
左
図
表
参
照
）。

だ
か
ら
営
業
秘
密
と
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
化
し
て
い
る
の
で
す
」

も
ち
ろ
ん

で
も
「
独
自
の
生

産
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
特
許
取
得
し
た

技
術
は
あ
る
」
と
の
こ
と
。
特
許
で
オ

ー
プ
ン
に
す
る
か
、
営
業
秘
密
と
し
て

非
公
開
に
す
る
か
は
、「
対
象
と
な
る

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
種
類
や
使
い
方
で
、

選
択
す
る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
、
平
井

社
長
は
強
調
し
ま
す
。

技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
、
顧
客
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
…
…
。
企
業
内
に
は
当
人
た
ち
も
気

づ
か
な
い
知
的
資
産
が
眠
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
営
業
秘
密
管
理
の
体

制
を
整
え
て
、
競
争
力
向
上
に
つ
な
げ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
春
、
経
済
産
業
省
は
「
営

業
秘
密
管
理
指
針
」
を
改
訂
。
そ
こ
に

は
、
主
に
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
便

利
な
ツ
ー
ル
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
効
果
的
な

活
用
法
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

工場内は基本的に「関係者以外立ち入り禁止」で、撮影も不可。情報漏えい対策は徹底しています。

公
開
か
、非
公
開
か
―
―

使
い
分
け
て
強
み
を
発
揮

設計データの入った
CADシステムは
他のPCと分離。
独自のパスワードで保護。

就業規則に「秘密保持」を明記。

定期的に社員教育を実施。

製品の加工工程サンプルなどは

金属シュレッダーで
完全に破砕処理する。

工場内は立ち入り禁止区域を

設定し、撮影は不可。

見積書に「金型の管理」
についての条項を明記する。

JKBの主な取り組み

●
営
業
秘
密
管
理
指
針

●
株
式
会
社

CLICK!
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り、便利に使える
資料になってい
ます。

められたチェック項目が、
ある意味管理体制のサン
プル集のようでもあ

他社では、いったいどのように営業
秘密を管理しているのか？ チェッ

クシートを読むことによって、その
ヒントを得ることができます。まと

「便利なサンプル集
としても使えます」

大
切
な
自
社
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

し
っ
か
り
と
守
り
た
い
。
で
も
、
自
分

の
会
社
の
状
態
を
な
か
な
か
客
観
的
に

見
ら
れ
な
い
…
…
。
そ
ん
な
事
業
者
、

特
に
中
小
企
業
の
た
め
に
、
経
済
産
業

省
は
「
営
業
秘
密
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
を
用
意
し
ま
し
た
。
主
な
目
的
は
、

現
状
の
管
理
体
制
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

本
当
に
守
る
べ
き
情
報
や
管
理
体
制
の

問
題
点
に
〝
気
づ
い
て
〞
も
ら
う
こ
と

で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
「
指
定
編
」
と

「
管
理
編
」
の
2
段
階
。
ま
ず
「
指
定

編
」
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
50
点
以
上
な

ら
「
管
理
編
そ
の
1
」
へ
、
未
満
な
ら

「
管
理
編
そ
の
2
」
へ
。
今
の
対
策
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
簡
単
に
診
断
で
き

て
、
こ
れ
か
ら
重
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

な
ど
も
見
え
て
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
秘
密
管
理
の
方
法
は
、

業
種
や
規
模
に
よ
っ
て
様
々
。
単
純
に

得
点
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
、
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
参
考
に
、
適
切
な
手
段
を

選
び
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が
、

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

〝
気
づ
き
〞が
得
ら
れ
る

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

営
業
秘
密
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
1

●
営
業
秘
密
管
理

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

CLICK!

現場の目
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参考例は、一つの
基準として助け
になります。

リケートな問題です。そ
うしたなかで具体的な
契約書の形で示された

取引先の大企業と良好な関係を保ち
つつ、自社の営業秘密を守るために、
契約書の内容をどのようにするか。
これは中小企業にとって、とてもデ

「取引先といい関係を
保つのにも役に立つ」

営
業
秘
密
管
理
の
体
制
を
整
え
よ
う
、

強
化
し
よ
う
。
そ
う
考
え
た
と
き
に
、

見
直
す
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
社

内
の
ル
ー
ル
や
取
引
先
と
の
契
約
書
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ど
ん
な
情
報
を
営
業
秘
密

と
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
管

理
す
る
の
か
、
秘
密
が
保
持
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
ど
の
よ
う
な
義
務
が
生
じ
る

の
か
な
ど
、
取
り
決
め
は
文
書
で
示
し

て
お
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
万
一
、

情
報
漏
え
い
が
起
こ
っ
た
と
き
に
責
任

の
所
在
を
は
っ
き
り
す
る
た
め
に
も
、

や
は
り
ル
ー
ル
や
契
約
書
は
重
要
で
す
。

と
は
い
え
、
実
際
に
規
則
や
契
約
書

の
文
言
を
ゼ
ロ
か
ら
書
い
て
い
く
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き

に
役
立
つ
の
が
「
各
種
契
約
書
の
参
考

例
」。
下
の
と
お
り
、
就
業
規
則
か
ら

契
約
書
ま
で
多
様
な
参
考
例
が
文
書
作

成
の
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

た
だ
し
社
内
ル
ー
ル
や
契
約
書
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
業
務
内
容
や
実
態

に
合
っ
た
も
の
を
作
成
す
る
の
が
大
事

で
す
。
参
考
例
を
活
用
す
る
と
き
は
、

自
分
の
会
社
の
実
情
に
適
し
て
い
る
か

十
分
な
検
討
も
忘
れ
ず
に
。

●就業規則（抄）の例
●営業秘密管理規程等の例

●工場見学時の秘密保持誓約書の例
●業務提携時における秘密保持契約書の例
●取引基本契約書（製造請負契約）（抄）の例
●業務委託契約書（抄）の例
●共同研究開発契約書（抄）の例

●秘密保持誓約書の例

・営業秘密管理規程
・営業秘密管理基準

・入社時
・プロジェクト参加時
・退職時

参考例のある社内ルールや契約書

難
し
い
契
約
書
づ
く
り
の

コ
ツ
も
教
え
て
く
れ
る
！

●
各
種
契
約
書
等
の
参
考
例

CLICK!

営
業
秘
密
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
2

現場の目
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こ
こ
ま
で
「
営
業
秘
密
」
に
つ
い
て

話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
社
内
の
情
報

管
理
全
体
を
考
え
た
と
き
、
実
は
他
の

視
点
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
顧
客
情
報
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
確
保
な
ど
も
、
最
近
で
は
ま
す
ま

す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
な
ど
の
事
業
者

は
情
報
管
理
を
多
面
的
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な

情
報
を
す
べ
て
き
ち
ん
と
適
切
に
管
理

し
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
…
…
。

そ
ん
な
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
経

済
産
業
省
を
は
じ
め
各
公
的
機
関
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
指
針

で
す
。

特
に
今
回
の
営
業
秘
密
管
理
指
針
の

改
訂
版
で
は
、
情
報
の
種
類
と
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
応
を
分
か
り
や
す
く

示
し
た
図
表
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
使
え
ば
、
自
分
の
会
社
の
い
ろ
い

ろ
な
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
措

置
を
と
る
の
が
い
い
の
か
、
概
要
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

情
報
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

対
応
が
一
目
で
分
か
る

●
我
が
国
に
お
け
る
情
報
管
理
に

関
す
る
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

CLICK!

図表はとても便利。技術

とすぐに分かるの
がいいですね。

個人情報ならココ、
情報についてはココ、

伝わらなければ、もったいないです
から。その意味でも、この

当社でも、企画書やお客様向けの資
料はできる限りビジュアル化するよ
うにしています。価値のある内容も

「欲しい情報に
すぐたどり着ける」

事業者が保有する情報全般

営 業 秘 密
営業上の情報

個人情報

研究機関等に
おける機械技
術・防衛秘密
等の情報

金型図面・金
型加工データ
等の個別の技
術上の情報

技術上の情報

営
業
秘
密
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
3

現場の目

「営業秘密管理」といっても、何から手をつけ
たらいいか分からない──。そんな事業者の
方に参考にしてほしいのが、左の導入手順で
す。同業他社の方法をそのまま取り入れたり、
いたずらに複雑な体制を整えたりしても、意
味がありません。情報資産の棚卸しは、逆に
自社の強みの再認識にもつながります。

まずはここから──はじめての「営業秘密管理」
自社の強みとなる情報資産の把握1
（営業秘密として管理する情報資産の把握）

2 管理状況・管理水準の現状把握
3 営業秘密・管理ルールの指定・周知・実施
4 チェック・見直し

も ながります。
●営業秘密を適切に管理するための導入手順について

CLICK!
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こ
こ
ま
で
「
営
業
秘
密
」
に
つ
い
て

話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
社
内
の
情
報

管
理
全
体
を
考
え
た
と
き
、
実
は
他
の

視
点
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
顧
客
情
報
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
確
保
な
ど
も
、
最
近
で
は
ま
す
ま

す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
な
ど
の
事
業
者

は
情
報
管
理
を
多
面
的
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な

情
報
を
す
べ
て
き
ち
ん
と
適
切
に
管
理

し
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
…
…
。

そ
ん
な
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
経

済
産
業
省
を
は
じ
め
各
公
的
機
関
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
指
針

で
す
。

特
に
今
回
の
営
業
秘
密
管
理
指
針
の

改
訂
版
で
は
、
情
報
の
種
類
と
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
応
を
分
か
り
や
す
く

示
し
た
図
表
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
使
え
ば
、
自
分
の
会
社
の
い
ろ
い

ろ
な
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
措

置
を
と
る
の
が
い
い
の
か
、
概
要
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

情
報
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

対
応
が
一
目
で
分
か
る

「営業秘密管理」で
会社はもっと強くなる

成功のための必読３か条

業秘密管理指針の改訂に当たって、
全国各地の企業や専門家の皆様か
ら多くの貴重なお話を聞かせて頂

きました。営業秘密が漏えいした苦い経験を
乗り越え、セキュリティレベルの高い管理体
制を構築した例、元請・下請の関係を乗り越
え、自社の営業秘密を適切に管理しながら対
等に取引をしようとしている例、財力が無い
ことを乗り越え、安価な方法で管理している
例などがある一方で、管理ができていない企
業も多くありました。そのような企業が一歩
を踏み出すための手助けが必要だと強く感じ
ました。
　営業秘密の管理は、どのような規模の企業
でも行えることです。例えば、朝礼で定期的
に営業秘密の取扱いについて注意喚起するな
ど、できることを組み合わせて合理的に管理
することが大切です。どの情報をどうやって
管理・活用するかを考えることは、自社を強
くする知的資産経営にもつながります。管理
ができていない企業に、営業秘密の管理は自
社にもできることであって、自社を強くする
ことだと気づいてもらいたいです。その気づ
きを得てもらい、実際に管理してもらうため
に、私たちは様々な場面を利用して営業秘密
管理指針などを周知・普及して行きます。是
非、営業秘密の管理について次の一歩を踏み
出してみてください。

営

一歩を踏み出す、
そのための手助けに

│担当者の声

●
我
が
国
に
お
け
る
情
報
管
理
に

関
す
る
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

CLICK!

当
室
は
、
事
業
者
が
自
社
固
有
の
知
的
財

産
・
知
的
資
産
を
活
用
し
な
が
ら
、
他
社
と

公
正
に
競
争
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

不
正
競
争
防
止
法
や
知
的
資
産
経
営
な
ど
に

関
す
る
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

経済産業政策局知的財産政策室
課長補佐　石原徹弥

図表はとても便利。技術

とすぐに分かるの
がいいですね。

個人情報ならココ、
情報についてはココ、

伝わらなければ、もったいないです
から。その意味でも、この

当社でも、企画書やお客様向けの資
料はできる限りビジュアル化するよ
うにしています。価値のある内容も

「欲しい情報に
すぐたどり着ける」

形がないから価値がある！
「知的資産経営」の時代
技術やノウハウ、アイデア……。こうした知的資産に
は形がないので、他社も簡単には真似できません。実
は、強い企業、伸びている企業は、この知的資産を上
手に組み合わせて、新しい価値を生み出しています。
「知的資産経営」が実践できるかどうか。企業の規模
にかかわらず、これがますます重要になっています。

「守る」だけじゃダメ！
「生かす」ための管理を
「営業秘密管理」。こう聞くと、金庫に入れて鍵をかけ
て……、と守ることばかりをイメージしてしまいます。
でも、情報は活用してこそのもの。特許などで「オー
プン化」するもの、社内で「ブラックボックス化」す
るもの、また他社に「使わせる」もの、「使わせない」
ものなど、まずはしっかり見極めることが大切です。

できていますか？
身の丈に合った対策
万一、情報漏えいなどの裁判の当事者になった場合、
あなたの会社がきちんとした管理体制を取っていたか
どうかが問われます。しかし、大企業も中小企業も同
じレベルの管理体制でないといけないのでしょうか。
実は、そんなことはありません。会社に合った、合理
的なレベルで管理されていればいいのです。自社に
マッチした体制をしっかり整えましょう。

事業者が保有する情報全般

営 業 秘 密
営業上の情報

個人情報

研究機関等に
おける機械技
術・防衛秘密
等の情報

金型図面・金
型加工データ
等の個別の技
術上の情報

技術上の情報

営
業
秘
密
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
3

現場の目

営業秘密管理のメリットは、これを“てこ”に

して競争力をアップさせられること。意識を少し

変えることで、会社は大きく変わるはずです！

その1

その2

その3

「営業秘密管理」といっても、何から手をつけ
たらいいか分からない──。そんな事業者の
方に参考にしてほしいのが、左の導入手順で
す。同業他社の方法をそのまま取り入れたり、
いたずらに複雑な体制を整えたりしても、意
味がありません。情報資産の棚卸しは、逆に
自社の強みの再認識にもつながります。

まずはここから──はじめての「営業秘密管理」
自社の強みとなる情報資産の把握1
（営業秘密として管理する情報資産の把握）

2 管理状況・管理水準の現状把握
3 営業秘密・管理ルールの指定・周知・実施
4 チェック・見直し

●営業秘密を適切に管理するための導入手順について
CLICK!


